
（７） 平成２３年（２０１１年）７月３０日No.181 町田市議会だより

福
島
県
以
外
も
含
め
、
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
等

に
お
け
る
放
射
線
量
の
安

全
基
準
値
の
早
期
設
定
を

求
め
る
意
見
書　
　
　
　

　

次
代
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
等
で
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一
、
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
等

に
お
け
る
放
射
線
量
の
安
全
基
準

値
を
早
急
に
策
定
し
、
公
表
す
る

こ
と
。

二
、
安
全
基
準
値
を
超
え
た
場
合

の
対
応
策
を
示
す
と
と
も
に
、
そ

の
対
策
等
に
要
し
た
費
用
に
つ
い

て
は
国
が
全
額
負
担
と
す
る
こ
と
。

三
、
国
が
示
し
た
被
曝
量
を
年
間

二
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
す

る
暫
定
基
準
値
を
撤
回
し
、
学
校

で
の
基
準
値
は
、
法
定
被
曝
量
年

間
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
を
前

提
と
す
る
こ
と
。

　

東
日
本
大
震
災
発
生
以
降
、
わ

が
国
全
体
が
非
常
事
態
で
あ
る
。

　

政
府
は
迅
速
に
復
興
に
向
け
た

大
規
模
な
補
正
予
算
を
編
成
し
執

行
し
て
い
く
こ
と
が
、
被
災
者
に

安
心
を
与
え
地
方
自
治
体
が
的
確

な
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
刻
も
早

く
復
興
に
向
け
て
力
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
内
外
に
発
信
さ
れ
た
い
。

　

し
か
し
首
相
は
五
月
一
六
日
の

衆
議
院
予
算
委
員
会
で
「
拙
速
は

気
を
つ
け
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、

こ
の
姿
勢
は
復
興
を
願
う
被
災
者

の
気
持
ち
に
背
を
向
け
許
さ
れ
な

い
。
政
府
及
び
国
会
に
於
て
は
大

災
害
か
ら
復
興
を
実
施
す
る
た
め

強
力
な
補
正
予
算
の
早
期
成
立
を

図
る
よ
う
、
強
く
要
望
す
る
。

　

各
委
員
会
は
、
情
報
を
収
集
し
、

専
門
的
知
識
を
深
め
、
優
れ
た
施

策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

先
進
地
等
を
視
察
し
て
、
特
定
事

件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

建
設
常
任
委
員
会
は
、
五
月
九

日
か
ら
一
一
日
に
か
け
、
次
の
調

査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を
行
政
視

察
し
ま
し
た
。

　
【
鎌
倉
市
】

▽
鎌
倉
市
携
帯
電
話
等
中
継
基
地

局
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
【
諫
早
市
】

▽
諫
早
市
の
ご
み
減
量
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

▽
県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　
【
佐
世
保
市
】

▽
佐
世
保
方
式
家
庭
系
二
段
階
ご

み
有
料
化
制
度
に
つ
い
て

　
【
鳥
栖
市
】

▽
ベ
ス
ト
ア
メ
ニ
テ
ィ
ス
タ
ジ
ア

ム
に
つ
い
て

▽
サ
ガ
ン
鳥
栖
の
運
営
に
つ
い
て

震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

た
補
正
予
算
の
早
期
編
成

を
求
め
る
意
見
書  

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

　

福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
、

わ
が
国
で
初
め
て
原
子
力
災
害
対

策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
「
原
子

力
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ

た
。
原
発
に
つ
い
て
徹
底
し
た
安

全
対
策
を
早
急
に
構
築
し
、
一
刻

も
早
い
事
態
収
束
と
原
因
究
明
、

耐
震
設
計
審
査
等
の
安
全
指
針
の

見
直
し
、
地
震
対
策
、
津
波
対
策

な
ど
の
安
全
対
策
再
点
検
、
原
子

力
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
情
報

公
開
、
住
民
へ
の
説
明
、
広
報
の

充
実
強
化
、
国
の
防
災
基
本
計
画

や
原
子
力
防
災
指
針
等
の
見
直
し
、

風
評
被
害
対
策
、
情
報
の
分
析
と

公
開
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

　

原
発
事
故
か
ら
三
か
月
が
経
過

し
た
が
子
育
て
中
の
親
は
生
活
す

る
上
で
不
安
が
続
い
て
い
る
。
政

府
は
食
材
に
対
し
て
安
全
で
問
題

な
い
範
囲
と
判
断
し
て
放
射
性
物

質
の
安
全
基
準
値
を
引
き
上
げ
た

が
世
界
の
国
々
と
く
ら
べ
て
何
十

倍
も
の
高
い
基
準
値
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
学
校
給
食
の
食
材
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
日
々
の

成
長
と
将
来
に
少
し
で
も
不
安
を

与
え
る
食
材
を
使
用
す
る
こ
と
は

避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
町

田
市
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
口

に
す
る
食
材
に
つ
い
て
、
基
準
の

数
値
を
引
き
下
げ
、
厳
し
く
す
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
三
件
あ
て

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
五
月
一

七
日
か
ら
一
九
日
に
か
け
、
次
の

調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を
行
政

視
察
し
ま
し
た
。

　
【
静
岡
市
】

▽
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

▽
開
か
れ
た
議
会
に
つ
い
て　

　
【
津
市
】

▽
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

▽
議
会
改
革
に
つ
い
て

　
【
伊
勢
市
】

▽
議
会
改
革
に
つ
い
て

▽
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

　
【
鳥
羽
市
】

▽
委
員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
に
つ
い
て

▽
議
会
改
革
に
つ
い
て

▽
議
会
報
告
会
、
意
見
交
換
会
に

つ
い
て

　

野
津
田
公
園
基
本
計
画
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
は
五
月
三
一

日
、
次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各

市
を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　
【
千
葉
市
】

▽
フ
ク
ダ
電
子
ア
リ
ー
ナ
に
つ
い

て
　
【
平
塚
市
】

▽
平
塚
競
技
場
に
つ
い
て

　
【
相
模
原
市
】

▽
相
模
原
市
麻
溝
公
園
に
つ
い
て

東北地方太平洋沖
地震に関する決議

（平成２３年３月２９日議決）

委
員
会
の

行
政
視
察

当
面
の
電
力
需
給
対
策
に

関
す
る
意
見
書 

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
災

し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
を

は
じ
め
と
し
た
原
発
が
稼
働
し
て

い
な
い
た
め
夏
場
の
電
力
不
足
は

全
国
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

電
力
供
給
不
足
は
、
国
民
生
活

や
日
本
経
済
に
甚
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
。

　

こ
の
電
力
不
足
に
政
府
及
び
国

会
は
、
迅
速
適
切
に
対
応
し
、
早

急
に
次
に
挙
げ
る
項
目
等
の
実
現

を
図
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　

太
陽
光
発
電
の
導
入
補
助
を
大

幅
に
拡
充
す
る
こ
と
。

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
補
助
や
稼

働
中
の
原
発
へ
の
安
全
対
策
に
万

全
を
期
す
こ
と
。

　

電
力
供
給
不
足
の
長
期
化
を
踏

ま
え
法
制
度
の
見
直
し
を
含
め
て

必
要
な
事
項
を
実
施
す
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
お
い
て

は
放
射
性
物
質
の
放
出
な
ど
の
事

態
が
現
在
進
行
中
で
あ
る
。
原
発

の
安
全
性
、
廃
棄
物
処
理
、
事
故

に
よ
る
補
償
な
ど
、
容
易
に
解
決

し
な
い
課
題
が
山
積
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
今
後
、
安
全
に
電
力
を

確
保
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
持
続
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
へ
取
り
組

む
こ
と
。
及
び
戦
略
的
な
電
力
需

要
対
策
を
徹
底
し
、
省
エ
ネ
機
器

類
の
普
及
促
進
や
送
電
網
の
現
代

化
、
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
整

備
事
業
等
へ
の
傾
斜
投
資
を
行
う

こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
七
件
あ
て

 議 員 提 出 議 案 

第２回定例会では意見書８件を可決し、議長名で
関係行政庁へ提出しました。要旨は次のとおりです。

東
京
都
に
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
受
け
入
れ
支
援

を
求
め
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
避

難
先
は
四
七
都
道
府
県
、
一
〇
六

市
区
町
村
に
及
ん
で
い
る
。
東
京

都
に
は
約
五
千
人
が
避
難
し
て
い

る
が
、
自
宅
に
い
つ
帰
れ
る
の
か

見
通
し
が
持
て
な
い
。
町
田
市
議

会
は
、
被
災
者
受
け
入
れ
自
治
体

で
あ
る
東
京
都
に
対
し
て
、
戻
れ

る
条
件
が
整
う
ま
で
被
災
者
の
安

定
的
生
活
の
場
を
確
保
す
る
た
め

に
、
以
下
三
点
の
被
災
者
受
け
入

れ
支
援
に
つ
い
て
強
く
求
め
る
も

の
で
あ
る
。
一
、
避
難
者
住
宅
の

入
居
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
。

一
、
民
間
住
宅
の
借
り
上
げ
を
活

用
し
、
仮
設
住
宅
と
同
等
の
支
援

を
提
供
す
る
こ
と
。

一
、
避
難
者
住
宅
に
ク
ー
ラ
ー
を

設
置
す
る
こ
と
。

東
京
都
知
事
ほ
か
一
件
あ
て

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
政
策
促
進
を
求
め
る
意

見
書

原
子
力
発
電
所
の
安
全
対

策
の
強
化
等
を
求
め
る
意

見
書

学
校
給
食
の
食
材
に
関
す

る
意
見
書 

　

医
療
現
場
は
長
時
間
・
過
密
労

働
に
加
え
、
医
療
技
術
の
進
歩
や

医
療
安
全
へ
の
期
待
の
高
ま
り
な

ど
で
、
看
護
職
員
な
ど
の
労
働
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
、
人
手
不
足

が
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。
看
護
師

や
介
護
職
員
な
ど
の
労
働
条
件
を

改
善
し
、
人
手
を
大
幅
に
増
や
し

て
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

を
実
現
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

　

医
療
・
社
会
保
障
予
算
を
先
進

国
並
み
に
増
や
し
、
国
民
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
制
度
の
拡

充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

国
民
（
患
者
・
利
用
者
）
の
負

担
を
減
ら
し
、
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
を
実
現
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

大
幅
増
員
と
夜
勤
改
善
で
、

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
求
め
る
意
見
書

 
総
務
常
任
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会
は
、
七
月
一

二
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
、
次
の

調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を
行
政

視
察
し
ま
し
た
。

　
【
野
田
市
】

▽
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

　
【
岐
阜
市
】

▽
地
産
地
消
立
市
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て

　
【
草
津
市
】

▽
宿
場
を
活
か
し
た
観
光
施
策
に

つ
い
て

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
は
、
五

月
九
日
か
ら
一
一
日
に
か
け
、
次

の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
を
行

政
視
察
し
ま
し
た
。

　
【
佐
世
保
市
】

▽
佐
世
保
市
保
健
所
に
つ
い
て

　
【
八
女
市
】

▽
公
立
八
女
総
合
病
院
の
経
営
に

つ
い
て

▽
地
域
医
療
連
携
に
つ
い
て

　
【
鹿
児
島
市
】

▽
鹿
児
島
市
精
神
保
健
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

文
教
社
会
常
任
委
員
会

　

文
教
社
会
常
任
委
員
会
は
、
七

月
一
二
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
、

次
の
調
査
事
項
に
つ
い
て
各
市
等

を
行
政
視
察
し
ま
し
た
。

　
【
鹿
児
島
市
】

▽
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て

　
【
聖
粒
会
慈
恵
病
院
】

▽
「
こ
う
の
と
り
ゆ
り
か
ご
」
に

つ
い
て

　
【
熊
本
市
】

▽
総
合
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

　
【
鳥
栖
市
】

▽
中
学
校
給
食
に
つ
い
て

建
設
常
任
委
員
会

野
津
田
公
園
基
本
計
画
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会　

議
会
運
営
委
員
会

　去る３月１１日午後２時４６分頃に発生した東北地
方太平洋沖地震は、マグニチュード９．０を記録し、
地震、津波による被害は甚大なものとなった。
　町田市においても尊い人命が失われたことをは
じめ、公共施設の一部が破損するなどの多くの被
害が発生した。
　町田市議会は、町田市民を代表し、犠牲となら
れたすべての方々とご遺族に対し、深く哀悼の意
を表するとともに、被災された方々に対しては、
心からお見舞いを申し上げる次第である。
　現在、福島県の東京電力福島第一原子力発電所
は、地震、津波の影響により、国内においては過
去に例のない事態に陥っており、二次災害も懸念
されているところである。
　このような未曾有の災害に対して、迅速かつ適
切な対策が強く求められている現状にあって、町
田市議会は、政府の尽力に期待するとともに、地
震、津波そして原発災害で被害を受けられた方々
の救援と被災地の一刻も早い復旧、復興のために
支援を惜しまない所存である。

以上、決議する。
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